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集合住宅におけぶ床ｽﾗﾌﾞの安全性に関す礦m査
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【目的】　住居室内における安全性の一つとして床ｽﾗﾌﾞ'の安全性に着目した。,床ｽﾗﾌﾞ'は物
や人間などの積載荷重をはじめとする荷重･外力が住宅に作用した場合,人命や財産が保全
されるように設計されているが,近年,]ﾝ-ﾄﾄﾙや物を多く載せすぎた住宅の床が落ちる事
故等も発生している。そこで，実在の集合住宅が保有している安全性について調査を行う。
【方法】　実在の集合住宅の77床ｽﾗﾌﾞ'(鉄筋nﾝｸ'I-ﾄ造)を対象に調査を行う。床ｽﾗﾌﾞの安全
性は,鉛直荷重作用時の耐力限界のみでなく，ひび割れ｡たわみ｡歩行時の振動など使用性を

左右する使用限界にも到達しないことと考える。そこで各限界を引き起こす鉛直荷重値(
以降,耐荷重)を算定し,設計上最低限確保すべき鉛直荷重値(以降,設計荷重)と比較して建
物保有の安全性を評価する。各限界状態を左右する鉄筋や床ｽﾗﾌﾞ形状の詳細を調査し，そ
れぞれ耐荷重を算定した。特に人的作用による影響の大きい積載荷重に着目して評価した。
【結果】　設計荷重と耐荷重の比率を安全性を表す指標として評価し，以下の結果を得た。
1)耐力限界に対する耐荷重は設計荷重の4倍以上であり，平均値も9.4倍であった。
2)ii力に影響する0. 3niin程度のひび割れ幅に対しては5倍以上，安全であるが. 0. 2inniの場合
は2倍以下の可能性もあり，計算上では0. lmm程度のひび割れ幅は発生する可能性が大きい。
3)住宅のたわみは短辺ｽﾊﾟ'J昌の1/5000程度を確保したいが，大部分が3倍以下の耐荷重で
あり. 15％程度がこの性能を確保できないが. /.x/4000程度の制限は最低限確保できる。
4)歩行時の振動に対する性能については，大人が椅子から飛び降りる程度の衝撃と目標と
したい居住性能の値を比較したが，平均値が3倍であり,確保できないf' -ﾀも存在した。
5)他用途と比較した結果，住宅の特徴としては，耐力限界に関する安全性は比較的高いが，
たわみや振動など感覚的鋭敏性に影響される性能に対する余裕は低いことがわかった。

I Xp- 4　居住性向上を目的とした揺れ感覚に関する実験的検討

　　　　　　　　　　　　　　　小山高専建築○野田千津子　日本女大家政石川孝重

　目的　住居の質的な向上を求める声が高い今日では，居住者の環境条件に対する要求を
明確にすることが不可欠である。一方，高層化が進む居住環境では，地震や風による特有

の揺れによって居住者やその生活に支障を生じることがある。超高層住宅の居住者を調査

したところ，台風などの非日常的な強風に加え，日常的に吹く風が強い日にも，階によっ

ては50％以上が揺れを感じたことがある。その中には，揺れによって，不快感や不安感を

感じた人も多い。このような実状をふまえ，本研究は，揺れに関する居住性の向上を目的
として，居住者の視点にたってこれを検討する。昨年度は揺れの体験要因である地震が住

民と生活に与える影響について発表した。本年度は，振動を感じるか否かという知覚の判

断と，居住性を損なう要因となる不快感に着目した被験者実験の結果を述べる。

　方法　水平振動を発生する振動台の上で，両足で立った被験者33名が, 19種類の振動を

受けて，各振動に対する不快感と，感じた程度をアンケートに回答する感覚実験を行った。

　結果　振動をまったく感じないと答える被験者が多いのは，加速度が小さい水平振動で

あり，本実験で対象とした範囲では，最高70％程度の被験者が感じないとしている。振動
を感じない被験者の割合は，加速度が大きくなるにしたがい，急激に減少する。一方，振

動に対する不快感が小さいのも,加速度が小さい水平振動である。これまでの住居は，揺

れを感じないように設計されてきたが，本実験の結果を対応させると, 50％以上の被験者
が感じる振動に対しても，不快感は比較的小さい範囲となっている。今後は，このような

居住者の感覚的・心理的な反応を考慮し，揺れに対する居住性評価の指標を提案したい。
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